






5.要約 

（1)昭和 52 年 4 月から昭和 55 年 1 月までの分娩のうち 644 例を対象とした。 

 (2)Hb 値 10.9g/dl 以下の貧血群は 182 例(283%)で,Hb 値 8.9g/dl 以下の強度貧血群は 30

例(4.7%に認められた。 

 (3)貧血群では非貧血群にくらべ胎盤重量の増加が認められ,とくに強度貧血群で著明で

あった。 

 (4)強度貧血群では胎盤の組織所見で線維化が著明に認められた。 

 (5)貧血の程度と児体重および児 Hb 値の間には有意の差は認められなかった。 


